
（5） ２０２３年３月１日（水） （改題）第１２９７号 （第３種郵便物認可）週 刊 新 社 会

■
３
月
２
日
（
木
）

関
西
生
コ
ン
　
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
事
件
「
大
津
地

裁
に
大
結
集
を
！
」
13
時

15
分
開
廷
　
大
津
地
裁

（
別
館
２
階
）　
12
時
30

分
～
大
津
地
裁
正
門
前
ア

ピ
ー
ル
行
動
　
呼
び
か
け

＝
労
働
組
合
つ
ぶ
し
の
大

弾
圧
を
許
さ
な
い
！
京
滋

実
行
委
員
会
　
連
絡
先
☎

０
７
５
（
６
９
１
）
６
１

９
１

■
３
月
３
日
（
金
）

３
・
３
反
戦
春
闘
首
相
官

邸
前
行
動
　
18
時
30
分
～

　
首
相
官
邸
前
　
地
下
鉄

国
会
議
事
堂
前
１
分
　
※ 

雨
天
決
行
　
で
き
る
だ
け

労
組
旗
や
団
体
旗
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
　
主
催
＝
　

労
組
反
戦
行
動
実
行
委
員

会　【
新
作
映
画
】
足
立
正
生

監
督
６
年
ぶ
り「REVO

L
U
T
IO
N

＋
1
」　
安

倍
晋
三
元
首
相
の
銃
撃
事

件
で
逮
捕
さ
れ
た
山
上
徹

也
容
疑
者
を
モ
デ
ル
に
描

い
た
作
品
　
２
０
２
２
年

製
作
／
75
分
／
Ｇ
／

■
３
月
４
日
（
土
）

２
０
２
３
国
際
婦
人
デ
ー

　
新
社
会
党
栃
木
県
本

部
（
針
谷
育
造
委
員

長
）
は
１
月
22
日
、
２

０
２
３
年
旗
開
き
と
学

習
会
を
宇
都
宮
市

内
で
開
催
し
た
。

　
開
会
前
に
４
月

の
宇
都
宮
市
議
会

議
員
選
挙
に
立
候

補
予
定
の
星
孝
典

さ
ん
（
社
民
党
公

認
・
62
歳
）
と
政

策
協
定
書
と
推
薦

書
の
手
交
を
行
っ

た
。

　
星
さ
ん
は
宇
都

宮
市
民
ユ
ニ
オ
ン

会
長
で
、
労
働
相

談
や
北
関
東
ユ
ニ

オ
ン
ネ
ッ
ト
に
関

わ
っ
て
き
た
。

　
県
本
部
は
、
社

民
党
県
連
合
か
ら

の
推
薦
要
請
を
受
け
決

定
し
た
。

　
旗
開
き
で
は
針
谷
委

員
長
は
「
暴
走
す
る
岸

新
社
会
党
栃
木
県
本
部

旗
開
き
と
学
習
会

田
政
権
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
た
め
に
組
織
の

強
化
と
仲
間
づ
く
り
に

頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
社

民
党
中
田
県
連
合
幹
事

長
、
内
海
栃
木
市
議
会

議
員
、
石
崎
栃
木
市
職

労
書
記
長
か
ら
激

励
を
受
け
た
。

　
学
習
会
は
細
川

正
さ
ん
（
神
奈
川

県
本
部
）
を
講
師

に
「
今
日
の
情
勢

と
党
―
資
本
主
義

の
階
級
対
立
と
労

働
者
の
使
命
―
」

と
題
し
て
講
演
を

受
け
た
。

　
講
師
か
ら
は

「
行
き
詰
っ
た
現

代
資
本
主
義
は
労

働
者
階
級
の
犠
牲

の
う
え
に
成
り
立

つ
欠
陥
社
会
で
あ

る
が
自
動
崩
壊
は

し
な
い
。
資
本
主

義
を
終
わ
ら
せ
る
の
が

労
働
者
階
級
の
使
命
で

あ
り
そ
の
た
め
に
は
科

学
的
社
会
主
義
政
党
と

階
級
的
労
働
組
合
、
広

範
な
市
民
、
地
域
運
動

が
不
可
欠
で
あ
る
」
と

提
起
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
針
谷
委
員
長

の
音
頭
で
「
学
習
会
と

仲
間
づ
く
り
を
進
め
党

の
前
進
を
図
ろ
う
」
と

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三

唱
し
閉
会
し
た
。

組織の強化と仲間づくりを

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
今

で
こ
そ
国
民
一
人
当
た

り
の
国
内
総
生
産(

Ｇ

Ｄ
Ｐ)

世
界
９
位
、
幸

福
度
世
界
２
位
の
豊
か

な
国
で
す
が
、
百
年
ひ

と
昔
前
は
、
決
し
て
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
19
世
紀
は
じ
め
の
農

地
改
革
で
、
小
作
人
が

農
地
を
所
有
出
来
る
農

民
と
な
り
、
農
業
生
産

性
が
向
上
し
、
農
業
関

連
産
業
（
バ
タ
ー
／
ベ

ー
コ
ン
等
の
生
産
輸

出
）
が
伸
び
ま
し
た

が
、
同
時
に
急
激
な
人

口
増
加
で
、
農
地
不
足

→
都
市
労
働
者
増
加
→

低
賃
金
労
働
や
失
業
問

題
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
当
時
特
に
デ
ン
マ
ー

ク
の
若
者
が
多
数
米
国

に
移
住
し
ま
し
た
が
、

そ
の
主
な
理
由
は
生
活

苦
で
し
た
。
１
９
３
０

年
ま
で
の
百
年
間
に
約

34
万
人
が
移
住
し
た
そ

う
で
す
。

　
当
時
の
労
働
者
の
平

均
労
働
時
間
は
１
日
12

時
間
、
無
給
休
暇
は
せ

い
ぜ
い
年
間
３
日
程

度
、
低
賃
金
の
た
め
、

コ
ー
ヒ
ー
１
キ
ロ
買
う

に
は
８
時
間
半
働
く
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
貧
し
さ
故
に
、
女
工

と
し
て
働
く
女
性
も
多

く
、
若
年
女
性
は
女
中

奉
公
に
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
た
だ
こ
れ
ら
の
低
所

得
労
働
者
が
、
当
時
発

足
し
た
労
働
組
合
に
加

盟
し
て
動
き
出
し
た
こ

と
で
、
労
働
条
件
が
徐

々
に
改
善
さ
れ
て
行
き

ま
し
た
（
１
８
９
９
年

労
使
協
定
ス
タ
ー
ト
）。

　
中
／
上
流
階
級
家
庭

で
は
、
夫
が
外
で
働

き
、
妻
は
良
妻
賢
母
と

し
て
家
事
と
家
族
の
世

話
（
育
児
・
介
護
）
を

任
さ
れ
、
男
女
間
に
明

確
な
責
任
分
担
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。

　
当
然
稼
ぎ
手
で
あ
る

家
長
の
権
限
が
絶
大
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
う

余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
未
婚
の
女
性
が
身

ご
も
る
と
家
族
の
恥
と

見
な
さ
れ
、
母
子
と
も

に
生
涯
不
当
な
扱
い
を

受
け
て
い
た
よ
う
で

す
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
世
界

で
最
も
早
く
１
８
１
４

年
に
義
務
教
育
制
度
を

導
入
し
、
以
後
す
べ
て

の
子
ど
も
が
７
年
間
義

務
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ひ
と
昔
前

の
学
校
で
は
、「
聞
か

れ
た
時
だ
け
答
え
る
、

言
わ
れ
た
こ
と
を
す

る
、
み
な
同
じ
こ
と
を

す
る
」
姿
勢
が
生
徒
に

求
め
ら
れ
、
生
徒
の
態

度
が
悪
け
れ
ば
、
体
罰

を
与
え
る
こ
と
も
教
師

に
許
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
百
年
前
の
日
本
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
、
農
業
協
同
組
合
・

労
働
組
合
・
女
性
全
国

組
織
な
ど
を
通
し
て
、

農
民
・
労
働
者
・
立
場

の
異
な
る
女
性
た
ち
が

結
束
し
、
自
分
た
ち
の

住
み
や
す
い
社
会
を
築

く
た
め
に
声
を
上
げ
、

ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
続

け
ま
し
た
。
市
民
一
人

一
人
が
参
加
す
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
社
会
は
こ
う

し
て
生
ま
れ
た
の
で

す
。

市
民
参
加
の
社
会

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

○22

小
口
　
健
一

栃
木
県
・
那
須
郡

　
沖
縄
で
は
先
人
達
が

万
の
葉
の
如
く
多
く
の

詩
（
琉
歌
）

を
詠
み
、
三

線
（
サ
ン
シ

ン
）
に
乗
せ

奏
で
、
歌
い
琉
球
文
化

を
開
花
さ
せ
た
。
特
に

戦
後
は
サ
ン
シ
ン
の
音

色
が
復
興
の
精
神
的
シ

ン
ボ
ル
と
も
言
わ
れ

た
。
私
は
今
、
三
線
を

通
し
て
地
域
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　
沖
縄
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
っ
て
何
？
　

自
身
に
い
つ
も
問
う
。

近
代
史
で
薩
摩
の
侵

略
、
明
治
政
府
の
琉
球

処
分
、
戦
後
処
理
で
切

り
捨
て
ら
れ
米
支
配
下

へ
、
苦
難
の
歴
史
が
続

い
た
。

　
今
ま
た
安

保
政
策
の
大

転
換
で
沖
縄

を
国
防
の
島
に
。
何
度

も
繰
り
返
え
さ
れ
る
沖

縄
差
別
と
蔑
視
、
心
臓

を
つ
く
一
撃
が
痛
い
。

日
本
の
民
主
主
義
は
何

処
へ
と
問
い
続
け
て
い

る
。

（
沖
縄
・
金
城
ヤ
ス
子
）

心
の
痛
み
を

三
線
に
乗
せ

３
・
４
東
京
集
会
　
た
ち

あ
が
っ
て
、
変
え
よ
う
　

14
時
～
　
文
京
区
民
セ
ン

タ
ー
２
Ａ
　
地
下
鉄
春
日

駅
２
分
　
資
料
代
１
０
０

０
円
（
学
生
５
０
０
円
）

　
主
催
＝
国
際
婦
人
デ
ー

３
・
４
東
京
集
会
実
行
委

員
会
連
絡
先
☎
０
３
（
３

８
１
８
）
６
６
７
１

■
３
月
５
日
（
日
）

さ
よ
な
ら
原
発
２
０
２
３

関
西
ア
ク
シ
ョ
ン
ー
原
発

や
め
て
！
核
燃
サ
イ
ク
ル

中
止
！
　
13
時
50
分
～
　

集
会
　
※
16
時
～
デ
モ
　

西
梅
田
コ
ー
ス
（
予
定
）

　
エ
ル
シ
ア
タ
ー
　
谷
町

線
天
満
橋
駅
５
分
　
こ
の

愚
か
な
政
策
を
一
刻
も
早

く
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
、

力
を
合
わ
せ
、
反
対
の
声

を
上
げ
よ
う
！
　
主
催
＝

さ
よ
な
ら
原
発
　
関
西
ア

ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
☎

０
７
２
（
８
４
３
）
１
９

０
４

■
４
月
９
日
（
日
）

【
バ
ス
で
巡
る
平
和
の
学

習
】『
第
五
福
竜
丸
資
料

館
～
夢
の
島
熱
帯
植
物
館

～
葛
西
臨
海
水
族
園
へ
』

　
８
時
20
分
集
合
　
埼
玉

県
富
士
見
市
役
所
　
解
散

16
時
20
分
予
定
　
締
切
り

３
月
15
日
（
水
）
定
員
に

な
り
次
第
　
先
着
30
名
　

参
加
費
１
０
０
０
円
　
昼

食
は
葛
西
臨
海
水
族
園
レ

ス
ト
ラ
ン
で
自
由
食
事
　

連
絡
先
☎
０
９
０
（
１
１

１
４
）
３
９
０
０
（
富
士

見
市
平
和
委
員
会
）


